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廣　

川　

暁　

生

は
じ
め
に

本
論
考
で
は
十
六
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
巨
匠
、
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
、Pieter Bruegel the Elder, c.1625-1669)
が
一
五
六

五
年
に
描
い
た
と
さ
れ
る
作
品
︽
ス
ケ
ー
ト
滑
り
と
鳥
罠
の
あ
る
冬
景

色
︾（
図
１
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
蔵
、
以
下
本
作
を
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬

景
色
︾
と
略
記
）
と
息
子
ピ
ー
テ
ル
二
世
（Pieter Brueghel the Younger, 

1564/65-1637/38

）
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
本
作
の
コ
ピ
ー
作
品
を
取

り
上
げ
る
こ
と
で
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
前
半
の
雪
景
色
の
主
題

の
展
開
に
お
い
て
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
き
た
い（
註
１
）。

ピ
ー
テ
ル
二
世
が
父
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
品
を
巧
み
に
、
そ
し
て
忠
実

に
再
現
し
た
、
多
く
の
複
製
作
品
を
残
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
で
の
制
作
活
動
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、

ピ
ー
テ
ル
二
世
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
著
し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
リ
ル

エ
（
一
九
六
九
年
）
に
始
ま
る
が
、
一
九
九
七
年
よ
り
エ
ッ
セ
ン
、
ウ
ィ

ー
ン
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
﹁
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
=
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
﹂
は
、
ク
ラ
ウ
ス
・
エ
ル
ツ
の
長
年
の
研
究
の
成
果
を
反
映
し
、

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
二
人
の
息
子
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
と
ヤ
ン
一
世
に
捧
げ
ら

れ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
同
じ
く
エ
ル
ツ
に
よ

り
出
版
さ
れ
た
著
作
に
よ
っ
て
初
め
て
、
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
個
人

蔵
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
含
む
千
四
百
点
以
上
の
ピ
ー
テ

ル
二
世
に
よ
る
絵
画
作
品
が
網
羅
的
に
目
録
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
広

範
囲
で
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
、
個
々
の
作
品
の
真
偽
や
様
式
に
関
す
る

エ
ル
ツ
の
見
解
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
さ
ら
な
る
調
査
を
す
る
上
で
の
基
盤

が
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る（
註
２
）。

ピ
ー
テ
ル・ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル（
一
世
）作《
ス
ケ
ー
ト
滑
り
と
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
》の

受
容
を
め
ぐ
る
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
一
考
察
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一
方
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
作
品
に
関

す
る
、
よ
り
個
別
的
で
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
森
洋
子
監
修

﹃
黄
金
期
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
巨
匠
た
ち
展
﹄（
二
〇
〇
一
年
）
の
図
録
に

含
ま
れ
た
森
の
エ
ッ
セ
イ
﹁
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
族
の
祭
典
﹂
で
は
、
二
人

の
息
子
た
ち
の
作
品
と
生
涯
を
比
較
解
説
し
、
と
り
わ
け
ピ
ー
テ
ル
二
世

の
工
房
で
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
複
写
技
術
に
関
す
る
詳
細
な
考
察

が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
に
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で

開
催
さ
れ
た
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
題
す
る
展
覧
会
に
お
い

て
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
活
動
、
と
り
わ
け
量
産
活
動
に
光
が
当
て

ら
れ
、
多
角
的
な
調
査
、
研
究
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る（
註
３
）。

こ
う
し
た
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
制
作
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、

王
立
文
化
財
研
究
所
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
キ
ュ
リ
ー
が
リ
エ
ー
ジ
ュ
大

学
教
授
の
ド
ミ
ニ
ク
・
ア
ラ
ー
ル
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
る
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
一
族
に
関
す
る
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
、
と
り
わ
け
ピ
ー
テ
ル
二

世
の
工
房
に
お
け
る
コ
ピ
ー
活
動
に
関
し
て
複
数
の
作
品
を
具
体
的
に
取

り
上
げ
、
技
法
や
複
写
技
術
に
焦
点
を
当
て
て
調
査
し
た
報
告
書
を
二
〇

一
二
年
に
三
巻
本
で
出
版
し
た
こ
と
で
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
で
の
活

動
や
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
近
年
ま
す
ま
す
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る（
註
４
）。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
は
、
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
作
品
の
中
で
最
多
と
な
る
、
一
二
七
点
の
コ
ピ
ー
作
品
が
少
な
く
と

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
キ
ュ
リ
ー
の
詳
細
な
調
査

報
告
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ピ
ー
テ
ル
二
世

の
コ
ピ
ー
作
品
を
、
十
六
世
紀
後
半
以
降
の
雪
景
色
の
主
題
の
展
開
の
中

図1 ピーテル・ブリューゲル（１世）《スケート滑りと鳥罠のある冬景色》1565年、油彩・板、37
×55,5cm、ブリュッセル、ベルギー王立美術館
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で
考
察
す
る
こ
と
で
、
本
作
品
の
後
世
の
画
家
た
ち
に
お
け
る
受
容
の
過

程
を
詳
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
、《
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
》
の
主
題
の
特
異
性

最
初
に
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
の
来
歴
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。
一
九
七
三
年
以
降
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
の
所
蔵
と
な
る
本
作

は
一
九
二
五
年
に
デ
ル
ポ
ル
ト
博
士
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ル
イ
・
マ
ン
ト

ー
画
廊
で
購
入
す
る
以
前
の
来
歴
が
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
真

贋
論
争
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
と
は
知
ら
ず
に
購
入
し
た
デ
ル
ポ
ル
ト
が
、
購
入
後
す
ぐ
に
本

作
品
を
修
復
に
出
し
、
そ
の
修
復
の
過
程
で
画
面
右
下
に
署
名
と
年
記

（BRV
EG

EL M

・D

・LX
V

）
が
発
見
さ
れ
る
と
、
こ
の
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
﹁
発
見
﹂
は
、
ま
た
た
く
間
に
真
贋
に
関
す
る

大
き
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
。
最
終
的
に
は
詳
細
な
科
学
調
査
な
ど
を

経
て
、
署
名
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
支
持
体
で
あ
る
板
に
関
す
る
年
輪

年
代
学
に
よ
る
木
の
伐
採
年
の
判
定
（
一
五
五
四
年
か
ら
一
五
八
一
年
）、

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
の
下
絵
の
比
較
な
ど
か
ら
、
現
在
で
は
本
作
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
い
う
説
が
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る（
註
５
）。

次
に
本
作
か
と
思
わ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
言
及
し
た
文
字
資
料
に
つ
い

て
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
最
も
早
い
も
の
で
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督

（
在
位1647‒1656

）
で
あ
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
公
の
財

産
目
録
（
一
六
五
九
年
、no. 67

）
に
以
下
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

﹁
板
に
油
彩
で
描
か
れ
た
作
品
、
冬
景
色
の
中
で
、
多
く
の
人
が

氷
の
上
を
行
き
交
い
、
一
羽
の
鳥
が
止
ま
っ
て
い
る
。
黒
い
額
に

収
め
ら
れ
、
内
枠
は
金
メ
ッ
キ
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
、

二
ス
パ
ン
と
二
フ
ィ
ン
ガ
ー
、
幅
、
三
ス
パ
ン
と
一
フ
ィ
ン
ガ
ー
、

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品
の
コ
ピ
ー
。﹂（
註
６
）

作
品
の
大
き
さ
や
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
点
か
ら
、
こ
の
記
述
は

︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
言
及
に
つ
い
て
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー

作
品
に
関
す
る
最
初
の
本
格
的
な
調
査
を
行
な
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ル

リ
エ
は
、
財
産
目
録
の
編
者
で
あ
る
、
大
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
た
画
家
、
ダ
ー
フ
ィ
ッ
ト
・
テ
ニ
ー
ル
ス
と
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
族
の

関
わ
り
を
指
摘
し
た
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
次
男
、
ヤ
ン
の
娘
で
あ
る
ア

ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
族
の
一
員
と

な
っ
た
テ
ニ
ー
ル
ス
は
、
こ
の
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の

手
に
よ
る
と
い
う
事
実
を
当
然
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
マ
ル
リ
エ

は
さ
ら
に
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術

館
所
蔵
の
一
六
〇
一
年
の
年
記
の
あ
る
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
作
品

（
図
２
）
で
あ
ろ
う
と
付
け
加
え
て
い
る
が
、
財
産
目
録
の
記
述
で
は
誰

に
よ
る
コ
ピ
ー
か
と
い
う
こ
と
は
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、

十
七
世
紀
半
ば
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ピ
ー
テ
ル
二
世

の
コ
ピ
ー
と
思
わ
れ
る
作
品
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
一
族
と
こ

の
作
品
の
結
び
つ
き
を
物
語
る
だ
け
で
な
く
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
に
よ
る
コ
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ピ
ー
作
品
の
質
の
高
さ
の
証
明
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
註
７
）。

一
方
、
そ
れ
以
降
、
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
の
本
作
に
つ
い
て
の
言
及

は
、
ご
く
簡
単
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
画
商

マ
イ
ヤ
ー
リ
ン
グ
（H

. M
eyeringh

）
の
財
産
目
録
（
一
六
八
七
年
）
お
よ

び
、
同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ウ
ィ
レ
ム
・
シ
ッ
ク
ス 

（W
ilem

 Six

）

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
販
売
記
録
（
一
七
四
三
年
五
月
十
二
日
、no.164
）

に
は
、﹁
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
世
の
冬
景
色
﹂
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る（
註
８
）。

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は 

現
存
し
て
い
る
作
品
だ
け
で
も
、
一
五
六
〇
年
代

に
五
点
の
雪
景
色
を
手
が
け
て
お
り
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
﹁
冬
景
色
﹂
と

い
う
記
述
が
ど
の
作
品
を
指
す
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
作

品
を
制
作
年
順
に
見
て
い
く
と
、︽
雪
中
の
東
方
三
博
士
の
礼
拝
︾（
図
３
、

一
五
六
三 

年
、
油
彩
・
板
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
チ
ュ
ー
ル
、
オ
ス
カ
ー
・
ラ
イ

ン
ハ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
、
一
五
六

五 

年
）、︽
雪
中
の
狩
人
︾（
図
４
、
一
五
六
五
年
、
油
彩
・
板
、
ウ
ィ
ー

ン
美
術
史
美
術
館
）、︽
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
戸
籍
調
査
︾（
一
五
六
六
年
、
油

彩
・
板
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
）、︽
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
嬰
児
虐
殺
︾（
一

五
六
六
年
以
降
、
油
彩
・
板
、
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
パ
レ
ス
、
王
室
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
と
な
る
が
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
は
、
宗
教
主
題
を
持

た
ず
、
季
節
画
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
描
か
れ
た
わ
け
で
も
な
い
、
い
わ
ば

自
律
的
な
風
景
画
と
見
る
こ
と
が
可
能
な
唯
一
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
点

図2 ピーテル・ブリューゲル（2世）《スケート滑りと
鳥罠のある冬景色》1601年、油彩・板、139×
57cm、ウィーン美術史美術館

図3 ピーテル・ブリューゲル（１世）《雪中の東方
三博士の礼拝》1563年、油彩・板、35×55cm、
ヴィンターチュール、オスカー・ラインハルト
コレクション

図4 ピーテル・ブリューゲル（１世）《雪中の狩人》
1565年、油彩・板、117×162cm、ウィーン美
術史美術館



ピーテル・ブリューゲル（一世）作《スケート滑りと鳥罠のある冬景色》の受容をめぐるピーテル二世のコピーの果たした役割についての一考察

109

で
、
他
の
作
品
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

本
作
品
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
グ
リ
ュ
ッ
ク
（G

lück

）
以
来
、
し

ば
し
ば
道
徳
的
な
解
釈
と
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
右
前
景
の

土
手
の
上
に
仕
掛
け
ら
れ
た
鳥
罠
（
図
5
）
や
、
左
手
前
の
氷
の
穴
が
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
潜
む
危
険
へ
の
警
鐘
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
こ
の
解
釈
は
、
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
世
が
原
画
を
描
き
、

フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
に
よ
り
彫
版
さ
れ
た
︽
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
聖
ヨ
ー
リ

ス
門
前
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾（
図
6
、
一
五
五
八
年
頃
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・

コ
ッ
ク
発
行
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
図
書
館
）
が 
十
七
世
紀
に
再
版
さ
れ
た
際

に
付
さ
れ
た
﹁
人
間
の
命
の
不
確
か
さ
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
続
く
、
人

が
こ
の
世
を
生
き
る
様
を
危
う
い
ス
ケ
ー
ト
滑
り
に
比
し
た
六
行
の
オ
ラ

ン
ダ
語
の
韻
文
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
よ
り
説
得
力
を
持
っ
て
受
け

入
れ
ら
れ
て
き
た（
註
９
）。
し
か
し
、
こ
の
十
七
世
紀
の
版
に
付
さ
れ
た
銘

文
の
解
釈
が
、
果
た
し
て
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
自
身
の
意
図
し
た
も
の
な
の
か

に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
近
年
行
わ
れ
た
本
作
品
に
関
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
な
分
析
は
、
本

作
の
解
釈
を
再
検
討
す
る
際
の
糸
口
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
分
析
の
結
果
、

鳥
罠
の
モ
チ
ー
フ
は
、
絵
画
層
の
下
に
あ
る
下
絵
の
描
線
に
は
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
右
前
景
の
雪
の
上
に
最
終
段
階
で
挿
入
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
析
結
果
に
よ
り
、
鳥
罠
の
モ

チ
ー
フ
は
あ
ら
か
じ
め
構
想
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事

実
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
モ
チ

ー
フ
の
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
強
調
し

た
解
釈
に
関
す
る
疑
問
が
生
ま
れ
て
く

る（
註
10
）。

こ
こ
で
、
同
年
に
描
か
れ
た
雪
景
色

で
あ
る
︽
雪
中
の
狩
人
︾（
図
4
）
と
比

較
し
な
が
ら
、︽
鳥
罠
の
冬
景
色
︾（
図

１
）
の
特
異
性
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

銀
行
家
ニ
ク
ラ
ー
ス
・
ヨ
ン
ゲ
リ
ン
ク

の
注
文
に
よ
る
、﹁
季
節
画
﹂
の
連
作

の
う
ち
の
一
点
と
し
て
描
か
れ
た
︽
雪

図5 ピーテル・ブリューゲル（１世）「鳥罠のモチー
フ」《スケート滑りと鳥罠のある冬景色》

図6 ピーテル・ブリューゲル（１世）原画《アントワ
ープの聖ヨーリス門前のスケート滑り》1558年
頃、フランス・ハイスによるエングレーヴィン
グ、ヒエロニムス・コック発行、23.2×29.9cm、
ベルギー王立図書館
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中
の
狩
人
︾
で
は
、
前
景
、
左
に
冬
の
典
型
的
な
営
み
で
あ
る
豚
の
毛
焼

き
と
狐
狩
り
か
ら
の
帰
還
の
場
面
、
右
に
は
、
橋
を
渡
る
薪
の
束
を
運

ぶ
女
性
（
図
７
）
が
見
ら
れ（
註
11
）
中
景
に
広
が
る
氷
上
で
の
遊
び
の
場
面

と
対
比
さ
れ
る
こ
と
で
、﹁
季
節
画
﹂
の
連
作
中
の
他
の
作
品
と
同
様
に
、

労
働
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
が
共
存
し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
中

景
の
家
の
前
に
は
、
鳥
罠
の
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
図
８
）、

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
鳥
罠
の
モ
チ
ー
フ
と
﹁
冬
﹂
の
主
題
を
意
識
的
に
結
び

つ
け
て
い
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（
註
12
）。

一
方
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
︽
雪
中
の
狩
人
︾（
図
４
）
に
お
い
て
、
冬
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
と
し
て
実
に
豊
か
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
描

き
出
し
た
、
ス
ケ
ー
ト
滑
り
を
は
じ
め
と
す
る
氷
上
の
遊
び
の
情
景
も
ま

た
、
十
四
世
紀
以
降
し
ば
し
ば
月
暦
画
の
中
に
登
場
し
、
冬
の
人
々
の
楽

し
み
と
し
て
展
開
し
て
き
た
図
像
で
あ
る
。︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図

１
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
、
マ
ル
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス

ケ
ル
ク
が
原
画
を
描
い
た
版
画
﹁
四
季
﹂
シ
リ
ー
ズ
の
一
点
、︽
冬
︾（
図

９
、
一
五
六
三
年
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ハ
レ
に
よ
る
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ
ン

グ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
）
に
お
い
て
も
、
老
人
の
姿
で
表
さ

れ
た
冬
の
擬
人
像
の
背
後
に
は
、
左
に
火
に
あ
た
る
人
、
右
に
ス
ケ
ー
ト

を
楽
し
む
人
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
に
再
び

目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、
本
作
に
お
い
て
は
﹁
鳥
罠
﹂
を
寒
い
冬
に
貴
重
な

食
料
を
確
保
す
る
た
め
の
営
み
を
表
し
た
モ
チ
ー
フ
と
し
て
捉
え
る
こ
と

図7 ピーテル・ブリューゲル（１世）「薪の束を運ぶ
女性」《雪中の狩人》

図8 ピーテル・ブリューゲル（１世）「鳥罠のモチ
ーフ」《雪中の狩人》
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は
で
き
る
も
の
の
、
薪
を
運
ん
だ
り
、
豚
の
毛
焼
き
や
血
抜
き
、
解
体
し

た
り
な
ど
の
一
連
の
冬
の
典
型
的
な
労
働
の
様
子
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
氷
上
の
遊
び
の
場
面
が
画
面
全
体
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は

す
で
に
、︽
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
聖
ヨ
ー
リ
ス
門
前
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾（
図

６
）
に
お
い
て
、
氷
上
で
楽
し
む
市
民
た
ち
の
姿
を
生
き
生
き
と
描
き
出

し
て
い
る
が
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
で
は
、
農
民
た
ち
だ
け
が
描
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
は
、
故
郷
ブ
ラ
バ
ン
ト
地
方
を
思
わ
せ
る
、
農
村
の
冬
の
情
景
を

舞
台
と
し
、
ス
ケ
ー
ト
滑
り
以
外
の
冬
の
営
み
を
表
す
伝
統
的
な
モ
チ
ー

フ
を
あ
え
て
描
き
こ
ま
な
い
こ
と
で
、
雪
や
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
村
の
情
景

を
よ
り
一
層
強
調
し
て
描
き
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
同
年
に
描
か
れ
た
︽
雪
中
の
狩
人
︾（
図
４
）
が
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
の
伝
統
的
な
風
景
表
現
で
あ
る
﹁
世
界
風
景
﹂
の
図
式
で
、
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
の
故
郷
の
ブ
ラ
バ
ン
ト
地
方
の
農
村
と
背
景
の
ア
ル
プ
ス
を
思
わ

せ
る
山
並
み
を
合
成
し
た
パ
ノ
ラ
マ
風
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対

し
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
で
は
、
鳥
瞰
図
的
構
図
に
﹁
世
界

風
景
﹂
の
名
残
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
近
辺
の
田

舎
の
景
観
を
収
め
た
、
版
画
﹁
小
風
景
画
﹂
シ
リ
ー
ズ
（
一
五
五
九
︱
六

一
年
）
と
類
似
し
た
牧
歌
的
な
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
氷
河
期
と
呼
ば
れ
る

十
六
世
紀
半
ば
か
ら
十
九
世
紀
半
ば
ま

で
続
く
厳
し
く
長
い
冬
が
、
冬
の
主
題

の
展
開
や
人
気
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、︽
鳥
罠
の

あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
や
︽
雪
中
の
狩

人
︾（
図
４
）
が
描
か
れ
た
の
と
同
年
に

刊
行
さ
れ
た
﹃
新
ブ
ラ
バ
ン
ト
年
代
記
﹄

（
一
五
六
五
年
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、
ヤ

ン
・
モ
レ
ン
ス
発
行
）
に
は
、︽
ス
ヘ
ル

デ
河
で
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾（
図
10
）
と

題
す
る
木
版
画
が
掲
載
さ
れ
、
十
週
に

図9 マルテン・ファン・ヘームスケルク原画《冬》
1563年、フィリップス・ハレによるエングレー
ヴィング・発行、21.7×25cm、アムステルダ
ム国立美術館

図10 ベルナール・ファン・デ・ピュット《スヘルデ河
でのスケート滑り》1564年、木版画（『新ブラ
バント年代記』ヤン・モレンス発行、アントワ
ープ、1565年、443 頁）
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わ
た
っ
て
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、
凍
り
つ
い
た
ス
ヘ
ル
デ
河
の
上
を
市
民

た
ち
が
徒
歩
や
馬
に
乗
っ
て
渡
り
、
氷
の
上
で
は
飲
み
物
や
食
べ
物
を
売

る
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
コ

ル
ネ
リ
ス
・
ヤ
ー
コ
プ
ス
ゾ
ー
ン
・
フ
ァ
ン
・
ク
ー
レ
ン
ボ
ル
フ
の
作
品
︽
デ

ル
フ
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
付
近
の
氷
山
︾
の
よ
う
な
、
一
五
六
五
年
一
月
に
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
近
い
デ
ル
フ
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
氷
山

の
様
子
が
驚
き
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
作
例
も
あ
る（
註
13
）。
日
常
の

世
界
を
変
え
る
雪
の
威
力
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
、
こ
う
し
た
同
時
代
の

出
来
事
を
伝
え
る
作
例
の
存
在
は
、
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
）

が
雪
景
色
を
集
中
的
に
描
い
た
、
一
五
六
〇
年
代
の
半
ば
の
大
寒
波
の
様

子
を
如
実
に
伝
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
気
候
状
況
が
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

が
雪
景
色
を
描
く
こ
と
を
後
押
し
し
た
と
い
う
仮
定
を
大
い
に
裏
付
け
る

も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
、
十
六
世
紀
末
の
ポ
ス
ト・ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
画
家
た
ち
の
作
品
に
お
け
る

「
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
的
主
題（
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
リ
ア
ー
ン
ス
）」
の
展
開

先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
作
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品
の
コ
ピ
ー
と
し
て

は
最
も
多
い
一
二
七
点
の
コ
ピ
ー
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
が
突
出

し
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
同
主
題
の
作
品
が
六
〇
点
確
認
さ
れ
て
い

る
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
雪
景
色
の
中
で
も
人
気
の
高
い
︽
雪
中
の
東
方
三

博
士
の
礼
拝
︾（
図
３
）
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う（
註
14
）。
数
多
あ

る
コ
ピ
ー
の
存
在
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
北
部
や
南
部
に
お
け
る
雪
景

色
の
図
像
の
広
が
り
を
後
押
し
し
、
近
代
に
お
け
る
低
地
地
方
の
冬
の
季

節
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
う

こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
現
存
す
る
年
記
の
あ
る
コ
ピ
ー
の
う
ち
も

っ
と
も
早
い
作
品
が
、
一
六
〇
一
年
作
（
図
２
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
）
の
没
年
（
一
五
六
九
年
）
以
降
、

約
三
〇
年
の
空
白
が
あ
り
、
そ
の
間
に
も
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
︽
鳥
罠
の
あ

る
冬
景
色
︾
の
作
品
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
雪
景
色
を
主
題
と
す

る
作
品
は
複
数
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
名
声
が
、
画
家
の
生
前
か
ら
、
と
り
わ

け
一
五
六
〇
年
代
以
降
、
か
な
り
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
、
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
品
に
基
づ
く
多
く
の
版
画
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
画
業
の
初
期
か
ら
、
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
の
国
際
的
版
画
商
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
コ
ッ
ク
の
た
め
に
、
版
画
の

下
絵
と
し
て
の
素
描
を
数
多
く
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ブ
リ
ュ
ー

ゲ
ル
自
身
が
素
描
を
描
い
た
も
の
と
は
異
な
る
、
創
案
者
と
し
て
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
の
名
を
記
し
た
版
画
が
次
々
と
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ブ
リ
ュ

ー
ゲ
ル
没
後
の
一
五
七
〇
年
代
以
降
、
こ
う
し
た
状
況
に
は
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
っ
た（
註
15
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
没
後
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品

の
値
段
が
高
騰
し
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
、
ブ
リ

ュ
ー
ゲ
ル
の
偉
大
な
る
パ
ト
ロ
ン
の
一
人
と
さ
れ
る
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・

ペ
ル
ノ
・
ド
・
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ル
枢
機
卿
あ
て
の
書
簡
（
一
五
七
二
年
十
二
月
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九
日
付
）
に
お
い
て
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
メ
ヘ
レ
ン
に
居
住
し
て
い
た

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ル
卿
は
、
同
市
が
ス
ペ
イ
ン
軍
に
よ
り
占
領
さ
れ
た
際
（
一

五
七
二
年
）
に
大
司
教
邸
に
あ
っ
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
品
を
取
り
戻
そ

う
と
探
し
求
め
て
い
た
と
い
う
が
、
書
簡
の
送
り
主
で
あ
る
モ
リ
ヨ
ン
執

事
は
、﹁
桁
外
れ
の
高
額
な
費
用
で
な
い
な
ら
ば
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品

を
こ
れ
以
上
見
つ
け
る
な
ん
て
こ
と
は
考
え
る
も
の
で
は
な
い
﹂
と
諭
し

て
い
る
の
で
あ
る（
註
16
）。

後
述
す
る
よ
う
に
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
に
よ
る
父
の
作
品
の
コ
ピ
ー
作
品

で
、
年
記
の
残
る
最
も
早
い
も
の
は
一
五
九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
登
場

す
る
の
だ
が
、
こ
の
、
一
五
七
〇
年
代
の
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品
へ
の
惜
し
み
な
い
賛
辞
の
中
、
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
リ
ッ
メ

ル
（1526/27‒c.1590

）、
マ
ル
テ
ン
（1534–1612

）
︱
と
リ
ュ
ー
カ
ス

（1535‒1597

）
の
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
兄
弟
、
ハ
ン
ス
・
ボ
ル

（1534–1593

）、
ダ
ー
フ
ィ
ッ
ト
・
フ
ィ
ン
ク
ボ
ー
ン
ス
（1576-c.1633

）

な
ど
、
ポ
ス
ト
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
画
家
た
ち
に
よ
る
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
的

な
主
題
（
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
リ
ア
ー
ン
ス
）
が
ま
す
ま
す
人
気
を
博
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（
註
17
）。

で
は
、
先
に
述
べ
た
﹁
空
白
期
間
﹂
と
時
を
同
じ
く
し
て
巻
き
起
こ
っ

た
﹁
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
現
象
﹂（
註
18
）
と
い
う
べ
き
旋
風
の
中
で
展
開
し
て
い

く
ポ
ス
ト
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
画
家
た
ち
が
制
作
し
た
冬
景
色
の
作
品
を

見
て
い
こ
う
。

最
初
に
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
没
し
た
一
年
後
の
一
五
七
〇
年
に
、
ハ
ン

ス
・
ボ
ル
が
版
画
商
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
コ
ッ
ク
の
依
頼
で
、
四
季
シ
リ
ー
ズ

の
一
枚
と
し
て
描
い
た
︽
冬
︾
の
場
面
（
図
11
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
コ
ッ
ク

が
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
依
頼
し
た
四
季
シ
リ
ー
ズ
は
︽
春
︾（
一
五
六
五
年
）

と
︽
夏
︾（
一
五
六
八
年
）
の
下
絵
素
描
が
完
成
し
た
の
ち
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
の
死
に
よ
り
未
完
成
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
コ
ッ

ク
は
、
こ
れ
ら
の
素
描
を
用
い
て
四
季
シ
リ
ー
ズ
を
版
画
で
発
行
す
る
た

め
に
、︽
秋
︾
と
︽
冬
︾
の
原
画
を
ハ
ン
ス
・
ボ
ル
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

ボ
ル
の
︽
冬
︾
の
場
面
（
図
11
）
は
、﹁
十
二
月
、
一
月
、
二
月
﹂
か
ら
な

図11 ハンス・ボル原画《冬》1570年、ピーテル・ファン・デル・ヘイ
デン（帰属）によるエングレーヴィング、ヒエロニムス・コ
ック発行、22.4×28.3cm、ブリュッセル、ベルギー王立図
書館
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る
﹁
冬
﹂
の
季
節
を
主
題
と
し
て
お
り
、﹁
ス
ケ
ー
ト
滑
り
﹂
は 

十
二
月

の
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
し
、
一
月
は
中
景
右
の
茅
葺
き
屋
根

の
家
の
窓
越
し
に
見
ら
れ
る
﹁
新
年
の
宴
﹂
の
場
面
、
二
月
は
、
中
景
左

で
行
わ
れ
て
い
る
葡
萄
の
蔓
を
枝
に
這
わ
せ
る
﹁
葡
萄
の
棒
仕
立
て
﹂
の

作
業
場
面
で
表
現
さ
れ
た
。
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
情
景
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、

ボ
ル
は
、
同
じ
く
コ
ッ
ク
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
原

画
を
描
い
た
︽
聖
ヨ
ー
リ
ス
門
前
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾（
図
６
）
の
版
画
を

参
照
し
、
ス
ケ
ー
ト
滑
り
に
画
面
の
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
割
き
な
が
ら
、

ス
ケ
ー
ト
靴
を
準
備
し
た

り
、
見
物
し
た
り
し
て
い

る
人
々
の
姿
を
前
景
に
大

き
く
描
い
て
い
る
。
こ
こ

で
ボ
ル
は
場
面
を
城
館
の

あ
る
郊
外
の
農
村
の
情
景

に
移
し
、
氷
上
で
ス
ケ
ー

ト
を
楽
し
む
都
市
の
市
民

た
ち
と
農
民
た
ち
の
姿
を

共
に
描
き
出
し
て
い
る
の

が
特
徴
的
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
こ
で
は
、
描
か
れ
た

場
面
を
補
完
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
、
こ
の
版
画

に
付
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
の

銘
文
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

﹁
冬
は
老
年
期
に
匹
敵
す
る
。
／
冬
に
属
す
る
の
は 

一
月
、
二
月
と
十

二
月
。
冬
の
力
は
流
れ
る
川
を
氷
で
固
め
る
。﹂（
註
19
）

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
銘
文
の
﹁
冬
の
力
は
流
れ
る
川
を
氷
で

固
め
る
﹂
と
い
う
表
現
が
、
ス
ケ
ー
ト
滑
り
を
可
能
に
す
る
、
凍
っ
た
川

の
描
写
と
呼
応
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
川
を
凍
ら

せ
る
﹁
冬
の
恐
る
べ
き
力
﹂
と
季
節
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
﹁
ス

ケ
ー
ト
滑
り
﹂
の
描
写
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
が
、

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
で
強
調
し
て
描
き
出
し
た
か

っ
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

続
く
、
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
リ
ッ
メ
ル
が
描
い
た
︽
冬
︾（
図
12
、
一
五
七
五

年
）
の
作
例
も
ま
た
、
季
節
画
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
意
図
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
伝
統
的
な
冬
の
農
事
を
表
す
モ
チ
ー
フ

は
影
を
潜
め
て
い
る
。
左
前
景
に
薪
を
運
ぶ
親
子
の
姿
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
画
面
を
大
き
く
し
め
る
の
は
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景

色
︾
を
思
わ
せ
る
凍
り
つ
い
た
蛇
行
す
る
川
の
上
で
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
や

雪
の
積
も
っ
た
家
々
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る（
註
20
）。

ハ
ン
ス
・
ボ
ル
や
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
リ
ッ
メ
ル
の
農
村
を
舞
台
と
し
た
作
例

で
は
都
市
の
描
写
は
特
に
強
調
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
方
、
リ
ュ
ー
カ

ス
・
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
の
︽
雪
の
降
る
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
︾（
図
13
、

一
五
七
五
年
）
で
は
、︽
聖
ヨ
ー
リ
ス
門
前
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾
の
版
画

（
図
6
）
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
都
市
の
描
写
が
再
び
強
調
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
都
市
と
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
図
像
と
の
結
び
つ
き
は
、︽
聖
ヨ
ー

図12 ヤーコプ・フリッメル《冬》1575年、油彩・板、36×
60cm、ブタペスト、国立美術館
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リ
ス
門
前
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
描
か
れ
た
、
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
近
郊
の
都
市
、
メ
ヘ
レ
ン
を
背
景
に
描
い
た
ピ
ー
テ
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ

ル
・
ボ
ル
フ
ト
に
よ
る
︽
メ
ヘ
レ
ン
近
郊
、
ス
ヘ
ル
デ
川
で
の
氷
上
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
︾（
図
14
、
一
五
五
九
年
）
や
、
ヨ
ー
リ
ス
・
フ
ー
フ
ナ
ー
ヘ

ル
︽
ス
ヘ
ル
デ
河
で
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾（
一
五
六
三
年
）
な
ど
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る（
註
21
）。

こ
の
こ
と
は
従
来
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
地

平
線
上
の
都
市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
し
ば
し
ば
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
思
わ
せ
る

と
解
釈
さ
れ
、
リ
ュ
ー
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
の
作
品
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
油
彩
画
に
よ
る
都
市
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
し
か
し

近
年
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
地
平
線
上
の
都
市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
二
十
世

紀
初
頭
に
大
幅
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
必
ず
し
も
特
定
の

都
市
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
註
22
）。

と
は
い
え
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
が
一
五
七
五
年
に
描
い
た
︽
雪
の
降

る
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
︾（
図
13
）
は
、
川
岸
の
木
々
や
氷
上
の
人
物
た
ち
の
描

写
に
お
い
て
は
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
と
の
類
似
性
を
確
か

に
感
じ
さ
せ
る
一
方
で
、
都
市
と
結
び
つ
い
た
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
図
像
の

展
開
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
な
の
で

あ
る
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
は
メ
ヘ
レ
ン
で
一

五
六
〇
年
に
親
方
画
家
と
し
て
登
録
し
た
の
ち
、

一
五
六
六
年
の
聖
像
破
壊
運
動
の
折
に
メ
ヘ
レ

ン
を
去
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
本
作
は
、
先
に
挙

げ
た
︽
メ
ヘ
レ
ン
近
郊
、
ス
ヘ
ル
デ
川
で
の
氷

上
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
︾（
図
14
）
と
火
に
あ
た
る

人
々
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
上
の
共
通
点
も
見
ら
れ

る
。
一
方
、
本
作
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ル
ケ
ン

ボ
ル
フ
が
一
五
七
四
／
五
年
に
亡
命
先
か
ら
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
に
戻
っ
た
際
に
、
の
ち
に
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
る
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
の
絹
糸
商
人
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
23
）。
八

図13 リューカス・ファン・ファルケンボルフ《雪の降るア
ントワープ》1575年、油彩・板、61×82.5cm、フラ
ンクフルト、シュテーデル州立美術館

図14 ピーテル・ファン・デル・ボルフトによる《メヘレン
近郊、スヘルデ川での氷上フェスティバル》1559年、
バルトロメウス・デ・モンペル発行、29.3×47.8cm、
ロッテルダム、ボイマンス美術館
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十
年
戦
争
の
さ
な
か
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
南
部
の
都
市
が
、
ス
ペ
イ
ン
軍

に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
、
信
仰
上
の
理
由
で
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
へ
と
移
住

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
画
家
た
ち
や
商
人
た
ち
は
故
郷
の
都
市
の
姿
を
描
き

と
め
て
お
く
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
は
続

く
一
五
九
三
年
に
も
︽
凍
っ
た
ス
ヘ
ル
デ
河
と
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
景
観
︾

（
図
15
）
を
描
き
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
都
市
と
の
結
び
つ
き
を
再
度
強
調

し
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
移
住
し
て
い
た

フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
は
、
こ
ち
ら
の
作
品
は
描
き
た
め
て
い
た
ア
ン
ト
ワ

ー
プ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
描
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
の
二
点
の
作
品
は
、︽
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の

聖
ヨ
ー
リ
ス
門
前
の

ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾（
図

6
）
や
︽
メ
ヘ
レ
ン

近
郊
、
ス
ヘ
ル
デ
川

で
の
氷
上
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
︾（
図
14
）
の

よ
う
に
、
市
民
た
ち

の
楽
し
む
姿
が
描
か

れ
た
一
五
五
〇
年
代

末
の
版
画
作
品
に
比

べ
る
と
、
同
じ
く
都

市
を
背
景
と
し
な
が

ら
も
、
ス
ヘ
ル
デ
川

の
対
岸
の
農
村
の
情
景
が
手
前
に
広
が
る
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
構
図
は
、
新
た
に
一
五
七
〇
年
代
に
現
れ
、
ギ
ブ
ソ
ン
（G

ibson, 
2000

）
に
よ
り
﹁
都
市
︱
田
園
﹂
型
構
図
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
小
グ
ル

ー
プ
を
形
成
す
る
作
品
群
に
分
類
し
う
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う

（
註
24
）。﹁
都
市
︱
田
園
﹂
型
構
図
の
油
彩
画
が
登
場
す
る
背
景
に
は
、
一

五
七
二 

年
に
ケ
ル
ン
で
刊
行
さ
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
と
ホ
ー
ヘ
ン
ブ
ル
フ
に

よ
る
﹃
世
界
都
市
地
図
帳
﹄（
~
一
六
一
七
年
）
に
よ
り
、
都
市
に
関
す
る

興
味
が
増
大
し
、
豊
富
な
都
市
景
観
や
隣
接
す
る
田
園
風
景
の
図
像
が
提

供
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
作
品
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
）
の
没
後
、

家
族
が
保
持
し
て
い
た
か
、
少
な
く
と
も
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
あ
っ
た

可
能
性
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
息
子
ピ
ー
テ
ル 

二
世
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
か
ら
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
移
住
す
る
の
は
一
五
八
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る（
註
25
）
一
方
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
一
五
七
五
年
に
は
、
フ
リ
ッ
メ

ル
や
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ
に
よ
り
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作

品
と
親
和
性
の
あ
る
作
品
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
主
題
と
都
市
の
図
像
と
を
結
び
つ
け
た
そ

の
他
の
作
品
も
挙
げ
て
お
こ
う
。︽
メ
ヘ
レ
ン
の
氷
上
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
︾（
図
14
）
を
制
作
し
た
ピ
ー
テ
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ボ
ル
フ
ト
は
、
ス

ペ
イ
ン
軍
が
メ
ヘ
レ
ン
を
包
囲
し
た
一
五
七
二
年
に
は
メ
ヘ
レ
ン
を
離

れ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
地
で
、
一
五
八
〇
年

頃
に
発
行
さ
れ
た
、
人
間
の
行
為
を
猿
が
模
倣
す
る
こ
と
で
パ
ロ
デ
ィ

化
し
た
猿
の
版
画
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
一
点
、︽
猿
の
ス
ケ
ー
ト
滑
り
︾
に

図15 リューカス・ファン・ファルケンボルフ《凍った
スヘルデ河とアントワープの景観》1593年、油
彩・板、42.5×63.5cm、フランクフルト、シュ
テーデル州立美術館
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お
い
て
、
背
景
に
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
の
都
市
風
景

を
挿
入
し
て
い
る（
註
26
）。

一
方
、
先
に
ヒ
エ
ロ
ニ

ム
ス
・
コ
ッ
ク
の
依
頼
で
、

版
画
﹁
四
季
シ
リ
ー
ズ
﹂

の
︽
冬
︾（
図
11
）
の
場

面
で
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の

主
題
を
描
い
た
ハ
ン
ス
・

ボ
ル
も
ま
た
、
一
五
七

二
年
に
メ
ヘ
レ
ン
か
ら

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
移
り

住
ん
だ
の
だ
が
、
そ
の

後
、
一
五
八
四
年
に
ス
ペ
イ
ン
兵
士
の
暴
動
が
起
こ
る
と
、
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
を
離
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
一
五
八
六
年
か
ら
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
北

部
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
滞
在
し
、
こ
の
地
で
︽
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ス

ケ
ー
ト
滑
り
︾（
図
16 

一
五
八
九 

年
）
の
作
品
を
制
作
す
る
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
作
品
は
、
都
市
像
と
結
び
付
け
ら
れ
る
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
主
題

が
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
か
ら
北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
）

へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
、
最
も
初
期
の
作
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
十
六
世
紀
後
半
の
﹁
ス
ケ
ー
ト
滑
り
﹂
の
展
開
を
見
る

な
ら
ば
、
一
五
五
〇
年
代
の
末
か
ら
版
画
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
都
市
の
ス

ケ
ー
ト
滑
り
の
図
像
は
、
農
村
を
舞
台
と
し
た
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
（
一
世
）
の
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）
を
経
て
、
ハ
ン
ス
・
ボ
ル

の
︽
冬
︾（
図
11
）
や
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
リ
ッ
メ
ル
の
︽
冬
︾（
図
12
） 

な
ど
の
よ

う
に
季
節
画
や
月
暦
画
の
図
像
と
し
て
、
農
村
や
郊
外
を
舞
台
と
し
た
ス

ケ
ー
ト
滑
り
の
情
景
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
一
五
七
〇
年
代

に
は
、﹁
都
市
︱
田
園
﹂
型
構
図
で
描
か
れ
る
、﹁
ス
ケ
ー
ト
滑
り
﹂
の
図

像
が
登
場
し
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
二
世

が
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
作
品
の
コ
ピ
ー
を
量
産
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
、
そ

れ
は
む
し
ろ
十
六
世
紀
後
半
に
高
ま
る
雪
景
色
の
人
気
に
応
え
た
結
果
と

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
図
像
の
展
開
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ

ピ
ー
作
品
に
お
い
て
、
遠
景
の
都
市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
よ
り
は
っ
き
り
と

識
別
で
き
る
よ
う
に
描
か
れ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
思
わ
せ
る
こ
と
は
、
決

し
て
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
ピ
ー
テ
ル
二
世

の
工
房
に
お
け
る
コ
ピ
ー
作
品
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

三
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
活
動 

―
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
リ
ア
ー
ン
ス
か
ら
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
へ

一
五
六
三
年
、
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
）
は
、
自
分

の
師
で
あ
っ
た
ピ
ー
テ
ル
・
コ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ア
ー
ル
ス
ト
（1502-

1550

）
と
彼
の
二
番
目
の
妻
で
あ
る
マ
ー
イ
ケ
ン
・
フ
ェ
ル
ヒ
ュ
ル
ス
ト

図16 ハンス・ボル《アムステルダムのスケート滑
り》1589年、グアッシュ・羊皮紙、11×28.5cm、
ミュンヘン・レジデンツ
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（c.1518–1596

）
の
娘
、
マ
ー
イ
ケ
ン
と
結
婚
し
、
一
五
六
四
／
五
年
に

長
男
の
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
、
一
五
六
八
年
に
は
次
男
の
ヤ
ン
が
生
ま
れ
て

い
る
。
父
親
は
二
人
が
ま
だ
幼
い
、
一
五
六
九
年
に
他
界
し
、
そ
の
九
年

後
に
母
親
が
亡
く
な
る
と
、
二
人
は
母
方
の
親
戚
の
も
と
で
育
て
ら
れ
、

少
な
く
と
も
一
五
八
三
年
の
年
初
め
ま
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
住
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
二
人
の
画
家
と
し
て
の
養
育
に
お
い
て
は
、
祖

母
で
あ
る
マ
ー
イ
ケ
ン
・
フ
ェ
ル
ヒ
ュ
ル
ス
ト
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
と
言
わ
れ
る
。
彼
女
は
メ
ッ
ヘ
レ
ン
で
活
躍
し
た
画
家
の
名
門
一
族
の

出
身
で
、
彼
女
自
身
も
優
れ
た
細
密
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
ピ
ー
テ
ル
二
世
は
、
一
五
七
九
年
頃
に
は
、
ピ
ー
テ
ル
・
コ
ッ
ク
の

最
初
の
妻
、
ア
ン
ナ
・
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ニ
ッ
ク
の
甥
で
あ
る
、
名
高
い
風

景
画
家
、
ヒ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
コ
ー
ニ
ン
ク
ス
ロ
ー
（
二
世
、1544–1606

）

に
師
事
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
五
八
四
／
五
年
に
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

の
聖
ル
カ
組
合
に
親
方
画
家
の
息
子
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
現
存
す
る
作
品
で
確
認
で
き
る
最
初
の
年
記

は
一
五
九
三
年
で
あ
り
、
そ
の
間
の
制
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い（
註
27
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
五
八
八
年
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ホ
デ
レ
ト
と
結
婚

し
た
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
、
一
五
九
〇
年
代
前
半
に
は
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で

活
動
的
な
工
房
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
五
八
八
年
か
ら
一
六
二
六

年
ま
で
の
間
に
、
聖
ル
カ
組
合
の
登
録
簿
に
、
の
べ
九
人
の
弟
子
が
工
房

に
通
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
だ
ろ

う（
註
28
）。

従
来
の
ピ
ー
テ
ル
二
世
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

二
世
は
多
産
な
制
作
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
涯
自
分
の
家
を
持
た
ず
、

一
六
一
二
年
に
は
祖
父
ピ
ー
テ
ル
・
コ
ッ
ク
の
遺
産
の
一
部
を
、
よ
り
成

功
し
た
弟
ヤ
ン
に
売
却
し
た
こ
と
な
ど
を
例
に
挙
げ
、
経
済
的
に
は
特
に

成
功
し
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ピ
ー
テ
ル
二
世

の
金
銭
的
取
引
と
社
会
的
状
況
を
分
析
し
た
ペ
ー
テ
ル
ス
は
、
確
か
に
彼

は
現
金
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
晩
年
、
お
そ

ら
く
一
六
〇
九
年
か
ら
一
六
年
の
間
に
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
や
弟
の
ヤ
ン
が

近
く
に
住
む
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
富
裕
な
地
区
（Tapissierspand

タ
ペ
ス

ト
リ
ー
市
場
付
近
）
に
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
疑
問
を
投
げ

か
け
て
い
る（
註
29
）。

と
は
い
え
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
は
、
十
六
世
紀
に
国
際
的
な
貿
易
セ
ン
タ
ー
と
し
て
繁
栄
を

謳
歌
し
た
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
が
、
長
引
く
政
治
的
・
宗
教
的
な
闘
争
の
果
て

に
、
つ
い
に
一
五
八
五
年
に
ス
ペ
イ
ン
軍
に
明
け
渡
さ
れ
た
時
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
都
市
に
集
ま
っ
て
い
た
商
人
や
外
国
の
銀
行
家
た
ち
は
立

ち
去
り
、
続
い
て
宗
教
的
、
経
済
的
な
理
由
で
移
住
し
て
い
く
者
も
後
を

絶
た
ず
、
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
都
市
は
荒
廃
し
、
残
さ
れ
た
者
た
ち

は
、
戦
争
の
損
害
に
よ
り
困
窮
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
一
旦
は
崩
壊
す
る

の
だ
が
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
世
紀
の
変
わ
り
目
を
迎
え
る
頃
に
は
、

徐
々
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ
な
が
ら
、
こ
の
都
市
の
伝
統
的
な
市
場
の
あ

り
方
を
一
変
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（
註
30
）。
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す
な
わ
ち
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
は
、
十
五
世
紀
よ
り
長
く
続
い
た
パ
ン
ト

（pand,
複
数
形
で
はpanden

）
と
呼
ば
れ
る
市
場
の
伝
統
が
あ
り
、
そ

こ
で
は
絵
画
や
彫
像
、
版
画
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
主
に
高
級
品
が
取
引

さ
れ
、
画
家
や
画
商
た
ち
は
区
画
を
借
り
て
美
術
作
品
を
展
示
し
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
市
場
は
、
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
や
聖
母
マ
リ

ア
教
会
な
ど
宗
教
的
な
機
関
の
管
轄
と
し
て
始
ま
り
、
続
い
て
行
政
の
管

轄
下
に
置
か
れ
、
十
六
世
紀
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
重
要
で
大
規

模
な
公
共
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た（
註
31
）。

こ
れ
ら
の
市
場
は
、
国
際
的
な
商
業
の
街
で
あ
る
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
二

百
年
以
上
に
わ
た
り
支
え
て
い
た
が
、
十
六
世
紀
の
末
に
は
、
よ
り
専
門

化
さ
れ
た
画
商
た
ち
が
登
場
す
る
。
彼
ら
は
国
外
の
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
獲
得
に
精
通
し
、
自
分
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
外
国
に
も

販
路
を
広
げ
、
経
済
的
に
苦
し
い
時
期
に
も
美
術
市
場
を
活
性
化
さ
せ
て

い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
活
動
を
す
る
画
家

の
数
も
次
第
に
増
加
し
、
画
商
た
ち
は
画
家
た
ち
か
ら
直
接
作
品
を
買
う

と
い
う
、
よ
り
以
前
の
伝
統
的
な
や
り
方
へ
と
回
帰
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る（
註
32
）。

十
六
世
紀
の
終
わ
り
に
、
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
再
び
活
気
づ
く
中

で
、
コ
ピ
ー
作
品
の
重
要
性
も
次
第
に
増
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
当
時
﹁
コ
ピ
ー
﹂
と
い
う
言
葉
に
は
今
日
の
よ
う
な
否
定
的
な
意
味

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
工
房
に
お
い
て
あ
る
作
品
の
複
製
を

作
る
こ
と
は
、
長
い
間
画
家
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ

で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
次
第
に
商
品
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
一
六
二
〇
年
代
以
降
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
財
産

目
録
に
は
、
コ
ピ
ー
と
明
記
さ
れ
た
作
品
の
数
の
増
加
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
33
）。

一
方
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
五
七
〇
年
代
か
ら
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
的

主
題
の
作
品
の
人
気
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
市
場
に
は
コ
ピ
ー
や
模
倣
作

品
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
わ
ば
﹁
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
リ
ア
ー

ン
ス
（
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
風
）﹂
と
い
う
曖
昧
な
翻
案
で
あ
り
、
ピ
ー
テ
ル

二
世
の
工
房
で
コ
ピ
ー
作
品
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品
の
﹁
忠
実
な
コ
ピ
ー
﹂
と
い
う
の
は
非
常
に
稀
で
あ
っ

た
と
い
う
。
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
年
記
と
署
名
の
あ
る
初
期
作
品
は
、
現
存

す
る
最
も
早
い
も
の
で
︽
嬰
児
虐
殺
︾（
一
五
九
三
年
）
で
あ
り
、
続
い
て

︽
諺　

二
つ
の
椅
子
の
間
に
座
る
︾（
一
五
九
六
年
、
ス
イ
ス
、
個
人
蔵
）

が
確
認
さ
れ
る（
註
34
）。
彼
は
主
に
九
〇
年
代
か
ら
工
房
に
お
い
て
、
高
ま

る
需
要
に
応
え
、
弟
子
た
ち
を
総
動
員
し
て
多
産
な
制
作
活
動
を
行
な
っ

た
。
そ
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
作
品
の
総
数
は
千
点
を
超
え
る
と
言
わ

れ
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
二
が
父
の
作
品
の
コ
ピ
ー
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
量
産
活
動
に
お
い
て
、
顧
客
を
欺
こ
う
と
い
う
意
図
を
感

じ
さ
せ
る
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。
多
く
の
作
品
に
は
正
確
な
年
記
が
あ
り
、

P.BRV
EG

H
EL

と
い
う
父
と
は
異
な
る
署
名
（
父
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
一
五

五
九
年
以
降
、BRV

EG
EL

と
い
うh

を
省
い
た
大
文
字
の
署
名
を
使
用
）

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（
註
35
）。

さ
て
、
多
量
の
コ
ピ
ー
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
生
産
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
た
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
の
作
品
の
中
で
、
最
も
知
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ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
の
一
つ
が
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
１
）

の
コ
ピ
ー
作
品
で
、
一
二
七
点
の
コ
ピ
ー
の
う
ち
、
エ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
四

五
点
が
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
作
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
署
名
と
年
記
が

あ
る
も
の
は
七
点
で
、
い
ず
れ
も
一
六
〇
一
年
か
ら
一
六
二
六
年
の
間
に

制
作
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
挙
げ
て
お
こ
う（
註
36
）。

一
、
一
六
〇
一
年
、
油
彩
・
板
、39

×57cm
 

ウ
ィ
ー
ン
美
術
史

美
術
館 P.BRV

EG
H

EL, 1601

︻
現
存
す
る
１
番
古
い
コ
ピ

ー
作
品
、
一
六
五
九
年
の
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
に
含
ま
れ
て
い
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品

の
コ
ピ
ー
の
冬
景
色
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

る
。︼（
図
２
）

二
、
一
六
〇
四
年
、
油
彩
・
板
、40

×56cm
 

ス
イ
ス
、
個
人
蔵

　

 P.BRV
EG

H
EL, 1604

三
、
一
六
〇
八
年
、
油
彩
・
板
、39.0

×55.2cm
 

ロ
ン
ド
ン
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
（
二
〇
〇
四
年
、
七
月
七
日
） 1608/ 

P. BRV
EG

H
EL

四
、
一
六
[　

][　

]
年
、
油
彩
・
板
、38.6

×56.3cm
 

ブ
カ
レ

ス
ト
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
立
美
術
館 P.BRV

EG
H

EL 16
[　

]

[　

]︻
署
名
の
表
記
か
ら
一
六
一
六
年
中
か
そ
れ
以
前
の
作

品
と
推
定
さ
れ
る
。︼

五
、
一
六
二
二
年
、
油
彩
・
板
、38.6

×56.0cm

ロ
ン
ド
ン
、
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
（
一
九
九
七
年
、
七
月
四
日
）BR

EV
G

H
EL 

1622

六
、
一
六
[
二
？
]
二
年
、
油
彩
・
板
、38.4

×56.5cm
 

ア
ン

ト
ワ
ー
プ
、
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ベ
ル
フ
美
術
館

BR
EV

G
H

EL 16

[　

]2

︻
署
名
の
表
記
か
ら
一
六
一
六
年

中
か
そ
れ
以
降
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。︼（
図
17
）

七
、
一
六
二
六
年
、
油
彩
・
板
、40.2

×57.3 cm
 

コ
ッ
ペ
=
ル
・

オ
デ
コ
レ
ク
シ
ョ
ンP.BR

EV
G

H
EL 1626

（
図
18
）

こ
の
七
点
の
他
に
、
さ
ら
に
一
一
点
、
署
名
の
み
を
有
す
る
作
品
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
基
準
作
と
し
て
他
の
作
品
の
同
定
に
寄
与
し
て
い

る
が
、
一
方
で
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
や
工
房
作
と
同
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
署
名
が
な
い
作
品
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
作
品

の
コ
ピ
ー
の
質
の
優
劣
と
署
名
の
有
無
に
は
関
連
性
が
な
い
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
署
名
が
残
さ
れ
て
い
る
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
作
品

の
調
査
か
ら
は
、
お
そ
ら
く
は
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
独
自
の
様
式
を
確
立
し

た
と
さ
れ
る
一
六
一
六
年
を
境
にP. BRV

EG
H

EL

か
らP. BR

EV
G

H
EL

へ
と
Ｖ
と
Ｅ
を
入
れ
替
え
た
署
名
を
し
て
い
る
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
て

い
る（
註
37
）。

こ
こ
で
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
作
品
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
王
立
文
化
財
研
究
所
で
行
わ
れ
た
、
ピ
ー
テ
ル
二

世
の
コ
ピ
ー
作
品
四
点
に
関
す
る
技
法
と
様
式
に
関
す
る
調
査
研
究（
註
38
）

に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
四
点
の
作
品
と
は
、
ベ
ル
ギ
ー
個
人
蔵
の
作

品
（
油
彩
・
板
、37.4

×57.7 cm
 

署
名
、
年
記
な
し
）、
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
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ァ
ン
・
デ
ン
・
ベ
ル
フ
美
術
館
所
蔵
作
品
（
基
準
作
、
六
、
図
17
）、
コ
ッ

ペ
=
ル
・
オ
デ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
作
品
（
基
準
作
、
七
、
図
18
）、
東

京
、
上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
所
蔵
作
品
（
油
彩
・
板
、40.1

×57.2cm
 

署
名
・
年
記
な
し
、
図
19
）
の
四
点
で
あ
る
。
現
在
国
立
西
洋
美
術
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
は
旧
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
の
画
廊
を
経
て
二
〇
〇
六
年

に
里
帰
り
し
た
作
品
で
あ
る（
註
39
）。

ピ
ー
テ
ル
二
世
の
工
房
に
よ
る
コ
ピ
ー
作
品
と
し
て
確
実
に
同
定
さ
れ

て
い
る
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
支
持
体
は
板
で
あ
り
、
サ
イ
ズ
は
い

ず
れ
も
縦
が
約
三
七
か
ら
四
一
セ
ン
チ
、
横
が
約
五
七
か
ら
五
八
セ
ン
チ

と
類
似
の
大
き
さ
の
小
型
パ
ネ
ル
で
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
よ
く
用
い
て
い

る
、
標
準
的
で
流
通
し
て
い
た
板
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
ピ
ー
テ
ル
一
世
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
（
図
１
）
の
サ
イ
ズ

（36.9-37.0

×55.4cm

）
と
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
報
告
に

よ
れ
ば
、
コ
ピ
ー
作
品
四
点
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
詳
細
に
比
較
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
の
上
に
コ
ピ
ー
の
輪
郭
線
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
を
重
ね
る
な

ど
の
実
験
か
ら
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
は
、
大
き
さ
や
、
モ
チ
ー
フ
、

描
か
れ
る
位
置
に
お
い
て
も
ま
さ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
最
終
版
を
反
映
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ピ
ー
作
品
同
士
の
輪
郭
線
も

一
致
し
て
お
り
、
確
か
に
同
一
の
雛
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
導
き
出
さ

図17 ピーテル・ブリューゲル (2世 ) 《スケート滑りと
鳥罠のある冬景色》1622年、油彩・板、38.4×
56.5cm アントワープ、マイヤー・ファン・デン・
ベルフ美術館

図18 ピーテル・ブリューゲル (2世 ) 《スケート滑りと
鳥罠のある冬景色》1626年、油彩・板、40.2×
57.3 cm、コッペ＝ル・オデコレクション

図19 ピーテル・ブリューゲル (2世 )《スケート滑りと
鳥罠のある冬景色》、油彩・板、40.6×56.8 cm、
国立西洋美術館
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れ
た
の
で
あ
る（
註
40
）。

こ
こ
で
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
は
、
こ
う
し
た
コ
ピ
ー
の
雛
形
と
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
現
物
を
コ
ピ
ー
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ

る
い
は
、
父
の
手
に
よ
る
下
絵
素
描
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
元
に
コ

ピ
ー
を
製
作
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
来
歴
や
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め

推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
技
法
分
析
の
結
果
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
、
下
絵
は
ス
ケ
ッ
チ
風
の
描
き
方
で
、
幾
つ
も
の
小
さ

な
修
正
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｘ
線
検
査
に
よ
り
、
下
絵
上
も
、
油

彩
で
描
い
て
い
る
際
に
も
構
図
に
変
更
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
本
作
に
お
い
て
は
、
詳
細
な
準
備
素
描
を
準
備
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
本

作
は
、
同
年
の
季
節
画
の
連
作
と
し
て
描
か
れ
た
︽
雪
中
の
狩
人
︾（
図

４
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
本
作
自
体
の
ス
ケ
ッ
チ
を
思
わ
せ
る
即
興
的

な
要
素
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
ピ
ー
テ
ル

二
世
の
コ
ピ
ー
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
最
終
版
を
反
映
し
て
い
る
の
で
、

下
絵
素
描
を
モ
デ
ル
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、

色
彩
や
量
感
の
描
写
に
お
け
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
の
こ
れ
ほ
ど
の

類
似
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
、
あ
る
い
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

基
づ
く
正
確
な
レ
プ
リ
カ
か
の
ど
ち
ら
か
を
目
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

す
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る（
註
41
）。

こ
れ
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
が
二
六
点
残
る
と
さ
れ
る
︽
雪
中

の
東
方
三
博
士
の
礼
拝
︾
の
場
合
と
の
比
較
か
ら
も
よ
り
明
ら
か
と
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
主
題
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
世
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
図
３
）

で
は
、
雪
が
降
り
し
き
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
コ
ピ
ー
作
品
で
は
降
る
雪

が
ま
ば
ら
で
あ
る
点
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
細
か
な
相
違
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
作
品
の
構
図
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
比
べ
て
小
さ
い

こ
と
か
ら
も
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
完
成
作
で
あ
る
油
彩
画
か
ら
で
は
な
く
、

恐
ら
く
は
工
房
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
準

備
素
描
を
基
に
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
註
42
）。

一
方
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
の

ス
ケ
ー
ル
や
モ
チ
ー
フ
の
位
置
の
一
致
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
構
図
を
正
確
に
複
写
す
る
方
法
を
用
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ

う
。
コ
ピ
ー
の
手
法
に
つ
い
て
キ
ュ
リ
ー
は
、
油
を
染
み
込
ま
せ
て
乾
燥

さ
せ
て
透
明
に
し
た
紙
に
原
画
の
輪
郭
線
を
ト
レ
ー
ス
し
、
そ
れ
を
転
写

し
て
カ
ル
ト
ー
ン
（cartoon

実
物
大
の
型
紙
）
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
し
て
い
る
。
転
写
さ
れ
た
輪
郭
線
を
パ
ネ
ル
上
に
ト
レ
ー
ス
す
る
手
法

と
し
て
は
、
輪
郭
線
上
に
無
数
に
開
け
ら
れ
た
小
さ
な
穴
の
上
か
ら
粉
を

ふ
り
、
そ
の
点
線
（
パ
ウ
ン
チ
ン
グ
）
を
つ
な
い
で
下
絵
を
機
械
的
に
描

い
た
と
さ
れ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
所
蔵
の
ピ
ー
テ
ル
二
世
に
よ
る

︽
謝
肉
祭
と
四
旬
節
の
喧
嘩
︾
の
赤
外
線
画
像（
図
20
）
に
は
、
こ
の
パ
ウ

ン
チ
ン
グ
の
点
線
の
跡
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
コ
ピ
ー
作
品
に
は
点
線
は
見
ら
れ
な

い
が
、
お
そ
ら
く
は
同
様
の
手
法
で
機
械
的
に
、
効
率
よ
く
写
し
取
る

こ
と
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
産
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る（
註
43
）。
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ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
作
品
の
大
部
分
は
、
こ
う
し
た
カ
ル
ト
ー
ン

の
利
用
に
よ
っ
て
忠
実
に
複
写
さ
れ
、
モ
チ
ー
フ
や
位
置
の
違
い
は
非
常

に
わ
ず
か
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
時
に
は
、
意
図
的
に
モ
チ
ー
フ

が
加
え
ら
れ
て
い
る
例
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
マ
イ
ヤ
ー
・
フ

ァ
ン
・
デ
ン
・
べ
ル
フ
美
術
館
所
蔵
や
コ
ッ
ペ
=
ル
・
オ
デ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

所
蔵
の
コ
ピ
ー
作
品
（
図
17
、
18
）
に
は
、
左
岸
の
農
家
の
前
に
﹁
エ
ジ

プ
ト
逃
避
﹂
の
モ
チ
ー
フ
（
図
21
）
が
登
場
し
、
聖
な
る
主
題
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
点
は
質
が
高
く
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
自
身
の

手
が
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
作
品
で
も
あ
る（
註
44
）。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
以
上
の
考
察
か
ら
ピ

ー
テ
ル
二
世
は
多
く
の
場
合
忠
実
な
コ
ピ
ー
を
通
し
て
、
十
六
世
紀
の
末

か
ら
十
七
世
紀
の
前
半
と
い
う
ピ
ー
テ
ル
一
世
の
没
後
の
名
声
が
頂
点
を

迎
え
る
時
期
に
、
父
親
の
﹁
公
認
の
﹂
コ
ピ
ー
制
作
者
と
し
て
、
そ
の
創

意
を
広
く
、
忠
実
に
伝
え
る
、
文
字
通
り
﹁
継
承
者
﹂
の
地
位
を
確
立
し

て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う（
註
45
）。

　

と
こ
ろ
で
、︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
コ
ピ
ー
が
十
七
世
紀
に
量
産

さ
れ
て
い
く
要
因
の
一
つ
に
は
、
十
七
世
紀

前
半
に
絵
画
の
主
題
が
よ
り
多
様
化
し
細
分

化
し
て
い
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

世
紀
の
変
わ
り
目
に
は
、
と
り
わ
け
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
に
お
い
て
、
風
景
や
風
俗
、
静
物
、

動
物
な
ど
の
世
俗
的
主
題
が
展
開
し
て
い
く

が
、
そ
の
多
く
は
十
六
世
紀
の
伝
統
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
十
七
世
紀
に

は
、
美
術
市
場
の
担
い
手
が
、
以
前
の
よ
う

に
王
侯
貴
族
や
裕
福
な
商
人
、
教
会
な
ど
の

限
ら
れ
た
人
た
ち
で
は
な
く
、
広
く
大
衆
に

も
開
か
れ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
多
く
出
現
す
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
コ

レ
ク
タ
ー
達
は
、
小
型
で
安
価
な
入
手
し
や

す
い
も
の
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う（
註
46
）。

図20 ピーテル・ブリューゲル (2世 )《謝肉祭と四旬節の喧嘩》
（油彩・板、121.4×171.9cm、ブリュッセル、ベルギ
ー王立美術館）の赤外線画像（部分）

図21 ピーテル・ブリューゲル (2世 )「エジプト逃避」のモチ
ーフ《スケート滑りと鳥罠のある冬景色》アントワープ、
マイヤー・ファン・デン・ベルフ美術館
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︽
雪
中
の
狩
人
︾
の
中
景
に
も
鳥
罠
の
モ
チ
ー
フ
（
図
5
）
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
本
作
の
中
景
部
分
の
景
観
と
︽
鳥
罠
の
あ

る
冬
景
色
︾（
図
１
）
を
比
べ
て
み
る
と
、
左
右
が
反
転
し
て
い
る
も
の
の

両
者
は
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
だ
ろ
う
。︽
鳥
罠
の
あ
る
冬

景
色
︾
が
冬
の
農
村
風
景
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
的
な
要
素
が
強
い
作
品
で

あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
47
）
が
、
そ
れ
は
同
年
に
描
い

た
季
節
画
の
連
作
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
、
何
れ
に
せ
よ
こ
の
主
題
の
特
異
性
（
新
し
さ
）
こ
そ
が
、
十
七
世

紀
に
新
し
く
生
ま
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
達
の
趣
向
と
大
い
に
合
致
し
て
い
た

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
：
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
の
果
た
し
た
役
割

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
は
残
さ
れ
た
年
記
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ

う
に
十
七
世
紀
の
前
半
に
集
中
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
量
産
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
季
節
画
の
中
で
も
、﹁
冬
の
情

景
﹂
が
と
り
わ
け
人
気
を
博
し
、
独
立
し
て
い
く
土
壌
を
育
ん
で
い
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
一
方
で
は
﹁
冬
の
楽
し
み
﹂
と
い
う
風
俗
画
的
な
主
題

の
成
立
の
後
押
し
を
し
、
ま
た
他
方
で
は
、﹁
冬
景
色
﹂
と
い
う
風
景
画

の
一
分
野
と
し
て
専
門
分
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
生
ま
れ
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
弟
の
ヤ
ン
・

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
）
と
の
共
同
制
作
な
ど
も
知
ら
れ
る
、
セ
バ
ス
テ

ィ
ア
ー
ン
・
フ
ラ
ン
ク
ス
（1573-1647

）
の
︽
氷
上
の
楽
し
み
︾（
図
22
）

で
は
、
左
側
に
冬
の
典
型
的
な
営
み
で
あ
る
﹁
豚
の
血
抜
き
﹂
の
場
面
が

挿
入
さ
れ
、
月
暦
画
や
季
節
画
と
の
繋
が
り
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
が
、
同

じ
く
フ
ラ
ン
ク
ス
が
描
い
た
︽
ス
ヘ
ル
デ
河
の
冬
の
楽
し
み
︾（
一
六
二
二

年
）
で
は
、
冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
描
か
れ
る
ス
ケ
ー
ト
滑
り

の
主
題
が
定
着
し
て
き
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
註
48
）。
ほ
ぼ
同

時
代
の
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
メ
ヘ
レ
ン
出
身
で
、
一
五
八
六
年
に
ス
ペ

図22 セバスティアーン・フランクス《氷上の楽しみ》油彩・板、5
１×65cm、アントワープ王立美術館
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イ
ン
軍
の
占
拠
を
逃
れ
、
最
終
的
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
住
し
た
ダ
ー

フ
ィ
ッ
ト
・
フ
ィ
ン
ク
ボ
ー
ン
ス
（1576–c.1633

）
は
、
フ
ラ
ン
ク
ス
が

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
画
家
と
し
て
、
都
市
と
結
び
つ
い
た
図
像
を
展
開
し
て

い
く
の
に
対
し
、
優
雅
な
上
流
階
級
の
市
民
た
ち
を
田
園
や
郊
外
の
場
面

と
結
び
つ
け
て
描
く
優
美
な
冬
の
場
面
（
図
23
）
で
﹁
冬
の
楽
し
み
﹂
を
表

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
一
世
）
と
同
時
代
に
冬
の
情
景

を
し
ば
し
ば
手
が
け
た
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
リ
ッ
メ
ル
の
息
子
、
ア
ー
ベ
ル
・
フ

リ
ッ
メ
ル
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
版
画
や
コ
ピ
ー
作
品
か
ら
の
模
写
や
派

生
し
た
作
品
を
制
作
し
、︽
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
聖
ヨ
ー
リ
ス
門
前
の
ス
ケ

ー
ト
滑
り
︾（
油
彩
・
板
、
一
六
〇
二
年
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
）
や
、

︽
鳥
罠
の
あ
る
雪
景
色
︾
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
描
い
て
、
冬
景
色
の
主
題
の
人
気
を

後
押
し
し
た（
註
49
）。　

こ
こ
で
、
十
六
世
紀
末
の
比
較
的
早

い
時
期
に
描
か
れ
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の

鳥
罠
の
作
品
か
ら
派
生
し
た
と
さ
れ
る

ヒ
リ
ス
・
モ
ス
タ
ー
ル
ト
（1534–1598

）

に
帰
さ
れ
る
作
品
（
図
24
）
と
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
、
フ
ィ
ン
ク
ボ
ー
ン

ス
や
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
た

ち
の
影
響
を
受
け
て
冬
景
色
の
主
題
で

人
気
を
博
し
た
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ア
ー
フ

ェ
ン
カ
ン
プ
の
︽
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
あ

る
冬
の
風
景
︾（
図
25
）
の
作
品
を
比
較

し
て
み
よ
う
。

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
活
動
し
た
ヒ
リ
ス
・

モ
ス
タ
ー
ル
ト
の
作
品
は
蛇
行
す
る
川

の
上
の
人
物
や
木
の
モ
チ
ー
フ
の
類
似

図23 ダーフィット・フィンクボーンス《凍った運河の風景：スケート滑り
と氷上ヨット》1610 年頃、油彩・板、52×100cm、ティッセン・ボル
ネミッサ美術館

図24 ヒリス・モスタールト（帰属）《スケート滑りのある冬の風景》油彩・
板、25.5×35.0cm、個人蔵（ド・ヨンケール画廊）



126

性
か
ら
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾（
図
1
）
か
ら
派
生

し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
モ
ス
タ
ー
ル
ト
は
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
観
た
こ
と
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
右
前
景
の

鳥
罠
の
モ
チ
ー
フ
は
、
雪
中
の
狩
人
か
ら
取
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
と
思
わ
れ

る
犬
を
連
れ
た
狩
人
の
後
ろ
姿
に
取
っ
て
代
わ
り
、
ま
た
遠
景
の
都
市
の

描
写
も
見
ら
れ
な
い
。
本
作
の
裏
面
に
は
ピ
ー
テ
ル
2
世
の
パ
ネ
ル
メ
ー

カ
ー
と
同
一
の
マ
ー
ク
が
見
ら
れ
、
モ
ス
タ
ー
ル
ト
と
ピ
ー
テ
ル
二
世
の

工
房
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
が
モ
ス
タ
ー
ル
ト
の
没
年

一
五
九
八
年
以
前
の
作
品
と
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
一

連
の
コ
ピ
ー
が
作
ら
れ
る
以
前
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（
註
50
）。

一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お

い
て
冬
景
色
の
画
家
と
し

て
人
気
を
博
し
た
ヘ
ン
ド

リ
ッ
ク
・
ア
ー
フ
ェ
ン
カ
ン

プ
の
︽
ス
ケ
ー
ト
滑
り
の
あ

る
冬
の
風
景
︾（
図
25
、
一

六
〇
九
年
）は
、ア
ー
フ
ェ

ン
カ
ン
プ
が
お
そ
ら
く
、

ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー

に
よ
っ
て
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
作
品
を
よ
く
知
っ
て
い

た
こ
と
を
思
わ
せ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
本
作
で
前
景

に
描
か
れ
た
鳥
罠
の
モ
チ
ー
フ
と
そ
の
後
ろ
の
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
兼
居
酒

屋
で
あ
る
建
物
の
壁
に
付
さ
れ
た
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
都
市
の
紋
章
は
、
こ

の
種
の
雪
景
色
の
伝
統
の
展
開
に
お
い
て
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
︽
鳥
罠
の

あ
る
冬
景
色
︾
が
概
念
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
裏
付
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
註
51
）。

そ
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
生
ま
れ
、
同
地
で
活
動
し
た
ア
ー
フ
ェ
ル

カ
ン
プ
が
、
本
作
に
お
い
て
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
都
市
と
の
結
び
つ
き
を
都

市
の
紋
章
に
よ
っ
て
仄
め
か
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
十
六
世
紀
を
通

じ
て
絵
画
や
版
画
の
背
景
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
都
市
景
観
が
し
ば
し
ば
挿

入
さ
れ
、
国
際
都
市
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
こ
の
都
市
の
人
気
が
誇
示
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
は
、
こ
の

地
平
線
上
の
都
市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
二
十
世
紀
初
頭
に
大
幅
に
加
筆
さ
れ
、

必
ず
し
も
特
定
の
都
市
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
一

方
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
手
に
よ
る
コ
ピ
ー
作
品
に
お
い
て
、
モ
チ
ー
フ
や

構
図
は
細
部
に
至
る
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
に
描
か
れ
な
が
ら
も
、
地

平
線
上
の
都
市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
よ
り
も
鮮
明
に
描

か
れ
、
十
六
世
紀
に
隆
盛
を
極
め
た
国
際
都
市
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
想
起
さ

せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
決
し
て
偶
然
と
は
、
言
い

切
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
作
品
の
大
部
分

は
カ
ル
ト
ー
ン
の
利
用
に
よ
っ
て
忠
実
に
複
写
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
コ
ピ
ー
ご
と
に
木
の
て
っ
ぺ
ん
の
枝
の
描
写
や
、
と
り
わ
け
地
平
線

図25 ヘンドリック・アーフェンカンプ《スケート滑
りのある冬の風景》1609 年、油彩・板、77.3×
131.9cm、アムステルダム国立美術館
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上
の
都
市
の
描
写
に
関
し
て
は
わ
ず
か
な
修
正
が
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ

る
と
い
う
。
こ
の
作
品
ご
と
の
変
更
は
、
そ
の
部
分
は
カ
ル
ト
ー
ン
に
は

詳
細
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
下
絵
を
描
く
と
き
に
画
家
が
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
描
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る（
註
52
）。
一
方
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の

描
き
方
が
父
親
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
対
し
て
﹁
よ
り
明
瞭
な
﹂
描
き
方
で
あ

る
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
、
父

親
の
よ
う
に
空
間
の
奥
行
き
や
見
る
も
の
と
の
距
離
感
を
暗
示
す
る
た
め

の
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
さ

れ
る
。
マ
ル
リ
エ
の
著
作
に
注
釈
を
つ
け
た
フ
ォ
リ
ー
も
ま
た
、
ピ
ー
テ

ル
二
世
の
﹁
ほ
の
め
か
す
﹂
と
い
う
よ
り
﹁
描
写
す
る
﹂
と
い
う
描
き
方
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
こ
の
遠
景
の
都
市
の
描
写

に
関
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た（
註
53
）。

こ
の
こ
と
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
作
品
の
総
覧
を
作
成
し
た
エ
ル
ツ
が
、

︽
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
戸
籍
調
査
︾
の
一
連
の
コ
ピ
ー
作
品
に
お
い
て
、﹁
全
て

が
考
え
ら
れ
、
全
く
別
の
や
り
方
で
感
じ
ら
れ
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
質
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
﹂
と
評
し
て
い
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る（
註
54
）。
と
い
う
の
も
、
も
し
ピ
ー
テ
ル
二
世
が
コ
ピ
ー
作
品
に
わ
ず
か

な
が
ら
も
﹁
創
意
﹂
を
加
え
て
い
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
ピ
ー
テ
ル 

二

世
は
︽
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
コ
ピ
ー
を
制
作
す
る
際
に
、
背
景
の
都

市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
強
調
す
る
こ
と
で
﹁
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
産
﹂
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
意
識
的
に
顧
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
可
能
性
も
推
測
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
︽
鳥
罠
の

あ
る
冬
景
色
︾
が
雛
形
と
な
り
、
十
七
世
紀
を
通
じ
て
﹁
氷
上
の
楽
し
み
﹂

や
﹁
冬
の
楽
し
み
﹂
あ
る
い
は
﹁
冬
の
風
景
﹂
と
い
う
風
俗
画
的
、
風
景
画

的
主
題
が
成
立
し
て
い
く
過
程
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
背

景
に
は
、
ピ
ー
テ
ル
二
世
の
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